
シンガポール石川県アンテナショップのオープンとコロナ規制の強化 

シンガポール海外アンテナショップの開設 

 10月 1日、シンガポールの銀座と呼ばれ、巨大な商業施設が多数立地するオーチャ

ードロードの中心に位置するタカシマヤショッピングセンター内特設スペースに石川

県アンテナショップを開設しました。海外でのアンテナショップ設置は今年で３回目

となり、旧正月までの 4ヶ月間、当地の消費者に対してダイレクトに石川の魅力を訴

求することで、県産品のマーケティングや石川県に対する認知度向上を図ることとし

ています。 

 国民の約 80％が中華系であるシンガポールでは「金」が縁起物であること、また、

日本における金箔生産量の約 99％を本県が誇ることから金箔をテーマにブースをつく

り、加えて、シンガポールの市場を熟知したバイヤーがセレクトし手に取りやすい価

格設定とした約 170の石川県産品を直接消費者に販売することで、どの程度シンガポ

ールマーケットに受け入れられるかどうかのテストマーケティングを行います。様々

なターゲットに多種多様な商品を提案して、売れるもの・売れないもの、さらには、

売れる価格帯等のマーケティングを行い、その結果を県内事業者へフィードバックす

ることで、今後の県内企業の商品開発・改良・戦略などにも役立てていただけるもの

と捉えています。 

 オープン初日の来店客からは、「去年アンテナショップでスナックを購入し、非常

に美味しかった。今年のオープンを待ち望んでいた。」や「過去に、金箔体験をした

ことがあり、Ishikawa=Goldと印象に残っている。渡航できるようになったら是非石

川県に行ってみたい。」といった声をいただくなど、本県の食品や伝統的工芸品に対

する関心の高さが伺えました。また、アンテナショップオープンに合わせ、地元のデ

ィストリビューターを通じてアンテナショップ取扱商品を Facebook Liveで販売しま

した。 結果、予定数量が全て完売するほど好評でした。コロナ規制が続く中、様々な

手法で 1人でも多くの消費者に石川県産品を紹介したいと考えております。 



 

 アンテナショップオープン初日の様子 

 

Facebook Liveでアンテナショップ取り扱い商品を販売 

 



シンガポールでのコロナ規制と感染者対応の変化 

 コロナ感染者が急増する中、シンガポール政府は新たな感染対策の強化を発表し、

10月 13日から、ワクチン未接種者はショッピングセンターなどの商業施設への入場

や、ホーカーセンター（屋台街、これまでは屋外で換気がよいため、ワクチン未摂取

者でも店内飲食が認められていた）での飲食が禁止されました。感染すると重篤化し

やすいワクチン未接種者の感染予防のためとはいえ、シンガポーリアンの多くは自炊

せずホーカーセンターで食事していることから、かなり踏み込んだ規制と感じまし

た。一方で、ワクチン接種者については、これまで通り 1グループ 2名までのレスト

ラン等での店内飲食が可能であることから、レストラン関係者からは安堵の声を聞い

ております。 

 また、幾通りもあり複雑だった検査・隔離制度が大幅に簡素化され、療養方法も変

更となりました。①体調が悪い人は医師の診断を受け、コロナ検査で陽性だった場合

は重症でない限り自宅隔離となります。隔離期間は、ワクチン接種者は 10日間、未接

種者は 14日間となっています。②陽性だが無症状の人は、72時間の自宅隔離の後、

自身による再検査で陰性となれば隔離解除となります。③コロナ感染者と濃厚接触者

となった場合、７日間の隔離期間は設けられていますが、自身でコロナ検査を実施

し、陰性であれば外出が可能となりました。これまでの政府による隔離基準や検査基

準は複雑かつ多様であり、国民からも困惑の声が聞こえていたことから、今回の整理

により判断が容易となりました。 



 

飲食する人が減少したホーカーセンター 

 

症状別対応スキーム（CANより） 

 



「ワクチントラベルレーン」対象国の拡大と入国規制区分の変更（緩和）について 

 国内のワクチン未接種者への規制強化を行った一方で、ファイザー、モデルナ、あ

るいは世界保健機構が「緊急使用リスト」に掲載したワクチン接種完了者が隔離なし

でシンガポールに観光目的の入国できる枠組み「ワクチントラベルレーン」の対象国

が拡大しました。9月に運用開始したドイツ、ブルネイに加え、今回、カナダ、デン

マーク、フランス、イタリア、オランダ、スペイン、イギリス、アメリカの８ヶ国が

追加されました。また 11月中に韓国も追加される予定で、対象国は今後更に拡大する

ものと考えております。また、ワクチントラベルレーン以外からの入国者について

は、コロナの感染状況に応じて、世界の国・地域を４区分に分けて入国規制を実施し

ていますが、こちらも複数の国がより隔離期間の短い区分に変更（緩和）となってい

ます。現在、日本は従前の区分２のままで、入国後、自分で決めた宿泊施設での 7日

間隔離となっておりますが、日本国内の感染状況が落ち着いてき、維持できれば、入

国後隔離なしの区分１になる日も近いのではないか、早くその日が来ることを願って

います。 



 

シンガポール政府 HP（gov.sg）より 


